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論 文 内 容 の 要 旨 
 2005 年度、わが国では、2001 年提唱された e-Japan 戦略最終年度を迎え、新たな国家 IT 戦略として、2010 年に
ユビキタス社会を目指す u-Japan 構想がスタートし、IT への関心はネットワークの基盤整備から、映像を中心にし
たコンテンツ流通にシフトしようとしている。こうした状況が続く一方、放送分野においても、各地方で地上デジタ
ル放送が始まり、BS デジタル放送時代から懸念されていた番組供給不足が更に深刻化されてきており、各放送局は、
これまでの放送番組や映像素材の有効的な活用方法を模索し始めている。また、各自治体においても、文化資産の継
承などの動きから、資産をアーカイブする動きが急激に進められている。このように、新たに生み出される映像が増
加の一途を辿る中、それらの膨大なデータの中から意図とするものを高速に検索し、いつでも２次利用が可能となる
管理システムが急務とされている。 
 本論文では、以上のような背景の中の問題点を抽出し、膨大な映像コンテンツの「保存」を、市場規模に合わせて
自動装填するロボットの構築を提案した。10 万巻のアーカイブ、更に 100 万巻のアーカイブの構築を目指し、実用
性のある電動棚を利用して配信要求に適したシステムの構成を提案した。システムの有効性を探るために、それぞれ
シミュレーションを行い、解決・提案を図った。また、その膨大な映像の中から自分の意図する素材や番組が高速に
探し出せる検索方式提案した。 
 さらに、山形県基幹高速ネットワーク、ケーブルテレビネットワーク、インターネットなどによる地域 IX を活用
した番組の配信などを実験し、実験結果から次世代型の制作・流通・保存方式の可能性を検証し、ネットワークを活
用した次世代型コンテンツ供給の仕組みの実現性と有効性を示した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 デジタル放送の本格化による大容量コンテンツ利用や、文化遺産等の貴重な資料のデジタル保存など、デジタルア
ーカイブの効率的な保存と利用が可能なシステム開発のニーズが高まっている。また、ネットワークを介し、どこに
おいてもそれらの膨大なデータの中から意図するものを高速に検索し、いつでも２次利用が可能となる管理システム
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の整備も急務である。 
 本論文では、このような背景から保存と検索、配信に関する問題点を抽出し、新たなシステムの構築と評価を行っ
ている。膨大な映像コンテンツの保存に関しては、安価で安定性のある放送局使用のデジタルカセットテープによる
自動装填ロボットアーカイブ装置を提案し、アクセスなどを考慮した拡張が可能なシステムを構築している。これに
より、市場規模に合わせ、10 万巻アーカイブを設計し、その有効性と実用性について評価実験を行っている。また、
コンテンツの膨大な管理に向けて、100 万巻以上管理する電動棚を利用したシステム構成法を提案し、今後予想され
るコンテンツ利用の需要拡大に向けて、シミュレーションを行いながら大容量なコンテンツ管理の実現性と有効性の
評価を行っている。 
 また、膨大な映像コンテンツの中から、自分の意図する素材や番組のシーンを高速かつ正確で、回収性と汎用性の
高い検索方式を提案し、視線追跡装置や脳波測定器などを用いて被験者による実験を行い、さまざまなデータを評価
し、利便性の高い最適な検索方法を提案している。 
 さらに、今後のアーカイブを中心とするユーザニーズに向けた提案として、ネットワーク型配信方式や期待される
地域 IX（Internet eXchange）を活用し、Web への LIVE 配信と、ケーブルテレビヘの LIVE 中継を行い、アーカイ
ブ装置への保存を行うことが可能な制作・流通・保存方式の可能性について実証実験を行い、その有効性を検証して
いる。 
 以上のように、本論文はコンテンツの保存、検索、配信の視点で、新たなシステムを提案しその有効性を示したも
のであり、博士（工学）の学位を授与するにふさわしいものと判断する。 
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